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目  的：新潟県燕市の産業転換の現状実態調査、新潟市環日本海経済研究所訪問 
期  日：2008 年 8 月 5 日（火）～7 日（木） 2 泊 3 日 
参加人数：16 名（参加者名簿参照） 
 
行  程 
8 月 5 日（火） 
12:30 JR 燕三条駅新幹線改札口集合 貸し切りバスにて移動 
13:00～15:00 燕市役所商工観光部訪問ヒアリング 









































明してくれた。目的は研磨技能の指導・育成であり、現在 9 名の研修生を抱えている。 
 そのあと、早速研修所の作業上見学をおこなった。数人の研修生が研磨機でステンレス研磨
をおこなっており、またジュラルミンの研磨、大皿の研磨なども見学した。 























8 月 6 日（水） 
9:10～10:15 洋食器製造の小林工業株式会社（ラッキーウッド）訪問 
小林社長より会社沿革・製品についての説明を受け、工場見学 
 小林工業は 1868 年の創業で、小林社長は 6 代目。社長によれば洋食器メーカーとして、中国
の追い上げによって困難な現在も操業を続けているとのこと。社長より、小林工業における洋












8 月 6 日 小林工業小林社長の説明 















とのこと。事実、急須は 5～6 万円ほどするし、注ぎ口も含めたすべてが鎚起のヤカンは 30 万












8 月 6 日 玉川堂工房見学 
 
15:15～16:45 パソコン筐体など製造「東陽理化学研究所 K.K.」弥彦工場訪問 
 東陽理化学研究所は、現代のニーズに対応した製品製造で「新展開」をはかる企業である。
当日は、常務小川氏、総務部長高橋氏、総務スタッフの若い長谷川氏が対応してくれ、長谷川
－ 6 － 
氏がパワーポイントで説明をしてくれた。なお長谷川氏は専修大出身者。 























8 月 7 日（水） 
9:30～11:30 環日本海経済研究所訪問、主任研究員中島朋義氏より韓国経済の現況につい
てレクチャーを受ける。 
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GDP 等経済指標から見ると、明らかに他の地域と比べて別格である。そのような位置にある韓






























8 月 7 日 環日本海経済研究所にて中島朋義研究員の説明 
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 なお、韓国の FTA の交渉は非常に活発であり、昨年のアメリカとの合意が象徴的である。 
 
 このあと質疑に入った。地域格差がどのようなものかという質問に対して、中島氏によれば、
ソウルとその他に分けられる。農村と都市の格差の問題は、日本との違いとして日本は第二種
兼業農家があるが、韓国の場合はあまり兼業せず離農が多い。 
 1998 年の経済不況の影響について、現代自動車以外、大宇と三星は外資により、また銀行も
外資に吸収された。 
 非正規雇用に関しては派遣社員が増加している。 
 以上のような質疑がおこなわれたが、時間の関係上、あまり多くの質問ができなかった点が
悔やまれる。それでも、韓国の経済概況について、来春の韓国視察への事前研修という意義は
果たされたと思う。今後、さらに事前研究会で認識を深めていきたい。 
 
11:45 現地解散 
以上 
